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Chapter 6   Trouble Shooting

貯蔵の要因

貯蔵の要因

1.  塗料の貯蔵中

1-3  皮張り

1-4  ニス分れ

現 象

現 象

原 因

原 因

●塗料の表面層に不溶性の皮が張る。

●顔料が配合されている塗料の上層部にクリヤー（ワ
ニス）層が生じる。

●主に空気中の酸素との結合で、塗料の表層が乾燥し
膜になる。（酸化重合型塗料）

●樹脂と顔料との親和性が、種々の要因で変化し分離
する。希釈していても長時間放置した場合、ニス分
れは生じ易い。

●容器の蓋を密閉し、冷暗所（20℃以下）に保管する。

●高温でしかも長期間の貯蔵を避ける。なお、長期間保管する場
合は、定期的に容器を反転する。
●希釈した塗料は元の容器に戻さないこと。

●厚い皮張りであれば廃却する。薄いものであれば取り除き、十
分に撹拌し濾過してから使用する。皮張りブツが残ったまま撹拌
するとブツとなるので、廃却した方が良い。

●充分に撹拌し使用する。
●異種塗料混入の場合は廃却。

【 高温貯蔵 】

【 高温貯蔵 】

【 長期間の貯蔵（特に使用残量が少ない場合） 】

【 長期間の貯蔵 】

使用誤りによる要因

使用誤りによる要因

【 蓋の開放 】

【 粘度が低い（うすめ過ぎ） 】 【 異種塗料の混入 】

対 策

対 策

処 置

処 置




